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KEKにおけるJ-PARCセンター運営への取組み

KEKにおいては、J-PARCを機構が総力を挙げて推進すべきプロジェクト
と位置付け、２研究所、２施設に加えてJ-PARCセンターを設置し、JAEAと
共同で運営。機構長は、J-PARC運営会議の決定を尊重。

○

 
J-PARC推進の考え方

－

 
KEKにおいては、プロジェクトを推進するに当たり、機構長が限られた人員・

予算を組織横断的に配分することにより、世界最高水準の成果を出してきてい
る。J-PARC推進に当たっても、これまでKEKで培ってきた体制の下に、機構長
が人員・予算を最適配置することにより取組んでいるところ。

また、JAEAと協定を結んで、J-PARCセンター長の下で円滑な運営を図って
いるところ。

－

 
J-PARCにおける優れた成果創出のために、大学共同利用方式が、特に基

礎科学分野においては極めて有効であり、KEKはそれに対して責務がある。
一方、JAEAが進める施設共用などの方式との融合を図り、シナジー効果が

出るように鋭意検討しているところ。
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○

 
人員・人事

－

 
人員計画（案）は、KEK所長会議（J-PARCセンター長もメンバー）で

検討したうえで、J-PARCセンター長がJ-PARC運営会議（

 
J-PARCセ

ンター長もメンバー。以下、「運営会議」）に提出。

機構長は、運営会議の合意を尊重し、決定。

センター員は、センター業務に関してセンター長の指示に従う。

○ 予算

－

 
予算要求、実行予算等の資金計画（案）は、KEK所長会議（J-PARC

センター長もメンバー）で検討したうえで、J-PARCセンター長が運営会

議（J-PARCセンター長もメンバー）に提出。

機構長は、運営会議の合意を尊重し、決定。

執行については、運営会議の了承の下にセンター長が行う。
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KEKでは、２研究所、２施設に
加えてJ-PARCセンターを設置

JAEAでは、

 

J-PARC センターは
１１研究開発拠点の一つ

ﾒﾝﾊﾞｰは両機関の代表と

 
J-PARCｾﾝﾀｰ長で構成

ＫＥＫ機構長
原子力機構

 
理事長

人員計画(案)、資金計画（案）

 
等を提出合意

合意事項の尊重 合意事項の尊重

J-PARC運営会議
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KEKにおけるプロジェクト推進（イメージ図 ）

素粒子原子核研究所

素粒子分野
原子核分野

物質構造科学研究所

放射光科学分野
中性子科学分野
ミュオン科学分野

加速器研究施設

各種加速器の建設、維持、改良
先端加速器の開発研究

共通基盤研究施設

放射線科学センター
計算科学センター

超伝導低温工学センター
機械工学センター

KEKB
放射光先端加速器

 開発

小プロジェクト群

J-PARCセンターJ-PARCｾﾝﾀｰ

J-PARC
JAEA
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KEK組織と職員の構成のイメージ
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KEKにおけるJ-PARC関連業務従事職員数
 及びJ-PARCセンター勤務者数

 （平成１９年４月１日現在）

研究所・施設等名 KEK

職員数

J-PARC関連

業務従事者数

J-PARCｾﾝﾀｰ

勤務者数

素粒子原子核研究所 １５０ ７６

 
【６４】 ７６

 
【６４】

物質構造科学研究所 ９８ ２０

 
【２０】 ２０

 
【１４】

加速器研究施設 １８８ ８１

 
【７１】 ３６

 
【３６】

共通基盤研究施設 ７７ ３５

 
【１６】 ７ 【 ６】

大強度陽子加速器計画推進部 １５ １５

 
【１５】 １４

 
【１３】

管理局【東海管理課】
（東海キャンパス安全衛生推進室を含む）

１２ １２

 
【１２】 １２

 
【１２】

その他（東海管理課以外の管理局等） １４８ － １０

 
【

 
３】

計 ６８８ ２３９

 
【１９８】 １７５

 
【１４８】

（注）

 

１．【

 

】内は、専任率を乗じたマンパワー換算数
２．「J-PARC関連業務従事者数」及び「J-PARCセンター勤務者数」は平成19年4月1日現在の

数字であり、今後、J-PARCの進展によって増員が見込まれる。
３．今後は、J-PARCにおける加速器への関与について一層の充実を図ることとしている。


